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 3 次の非線形光学効果の 1 つである 3 次高調波発生は，ポンプ光の 3 倍の周波数の高調

波が生成される過程であり，紫外光などの生成に向けて微小光共振器を用いた研究が成さ

れてきた[1]．ボトル型微小光共振器はウィスパリングギャラリーモード（WGM）共振器の

一つで，108を超える非常に高い Q値を持つため共振器 QEDなどへの応用が研究されてき

た[2]．最近では，3次元閉じ込めにおける高いモード制御性を利用した非線形光学効果の研

究も行われている[3]．我々はこのボトル型微小光共振器を用いて，通信波長の光から 3 次

高調波発生を行い，緑色の光を生成させる実験を行った． 

ボトル型微小光共振器はシングルモード光ファイバから作成し，その最大直径は 60 μm，

最小直径は 23 μm，長さは 3 mm である．WGM への光結合はテーパーファイバを用いて

行い，1550nmのポンプ光の波長を掃引しながら，3次高調波発生において生成された高調

波をスペクトラムアナライザーで測定した．ポンプ光の中心波長を変化させた場合，Fig.(a)

に示すような波長の高調波が観測された．高調波の波長がポンプ光の 3 分の 1 になってお

り，1550nm 付近の光から 515nm 付近の緑色の 3 次高調波が観測できたことを示してい

る．顕微鏡を通して 3 次高調波発生を観測した結果を Fig.(b)に示す．ボトル型微小光共振

器における高調波の散乱によって緑色の発光が観測できる．リング型共振器やトロイド型

微小光共振器と異なり，ボトル型微小光共振器の特徴である 3 次元的な光モードにより，

ファイバ方向に広がった発光分布を観測することができた． 

(b)  

Fig.(a) Pump wavelength versus signal 
wavelength 
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(a)  

Fig.(b) Third harmonic generation observed 
by an optical microscope 
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